
 コシヒカリは平年より出穂が２～３日程度早かったことに加え、出穂以降高温が続いているため、
 成熟期は平年よりやや早くなる見込みです。現時点の籾水分は、平年よりやや低い傾向です。
今後、降雨後の天候によっては急激な籾水分の低下が生じることも想定されます。
 収穫直前までこまめな間断通水を行い、適期に収穫しましょう。
 水稲早生品種の圃場後に麦を作付する場合は、早生収穫後、速やかに排水対策を実施しましょう。

● コシヒカリ成熟期予測（農試）

移植日 ５月２０日
出穂期 ７月３１日（平年-2日）
成熟期予測 ９月    ５日

出穂後の積算気温1,020℃（福井米技術対策資料）
福井地方気象台の福井市観測値の平年値＋２℃で予測

＊今後の気象条件によって変動する
＊登熟の進み方には地域差がある
＊葉色が薄いところは成熟期が早まりやすい

【農業試験場の登熟状況・成熟期予測】

● 登熟状況 ５月２０日移植 コシヒカリ
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令和８年８月２８日

籾水分

8/27撮影
（5/20移植コシヒカリ）
8/27の強雨でやや倒伏

溝堀機による
額縁明渠の施工

【麦圃場の準備（排水対策）】

サブソイラによる
心土破砕＋弾丸暗渠

8/27
28.1%

※降雨前に測定
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